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r

ま
 M

en
i;935.

扁
激
.■̂れ

#
ルIf

作
が
；̂
.に
英P

透

作

.で
あ

き

I

粮
め
®
意
し
：て
M
i

じ
.'
 

..nrTV

$

s

^

*ハ..
，.ツ-

r —•  
•— •

九

5

1
九)

11

にハパ：- 、；

ヴノぜて

.：.だ-.



‘ 

: 

-
 

5
0 

.  a

 

Ho)

 ̂

Hf 

p
p̂
 

f
 

Lo
nd

o
n,  

Iv
o

r  N
ic
h
o
lso

n

 and

 W
atso

n
,  

1934  

p
p
’  2

1
5

,:

0
は
所
謂
技
術
的
失
業
の
問
題
で
ホ
り
、
他
は 

そ
か
ホ1":
颇
ゆ
潘rU

見

豐

，か
あ.遷

時

郁

ル

霞

め*
求
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
そ
れ
は
富
と
餘
暇
の
公
平
な
分
配
に
關
す
る
間
題 

で
ま
ぶ
ま
ま
人
策
セ
滞
生
赛
立
場
ま

5

ふ
潘
ハ
人
間
は
機
械
の
奴
織
で
は
な
<
、
機
械
を扱.：

ふ
も
の
が
人
間
で 

あ

み

：

】
職
械：9

:

菜

？
^
涉
ホi%

M
,

を

ず

て

：ゐ
ネ
害
の
も
の
で
あ
；る
と
主
張
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
そ
し
て
現
代 

の

遵f

要

ダ

職

^
ま

ま

め

激

满

豐

ま

ぜ

よ

q
,

ま
順
に
反
す
る
が
如
き
事
實
を
具
現
し
て
ゐ

る
，,J

す
れ
ば
、
，
そ
れ
は 

職
舰：％

#

ザ
は
な
く
し
て
、
機

械

の

篇

に
.あ
‘る
資
本
の
力
、
機
械
の
；利
用
：の
方
法
、
從

’タK

資
本
主
義
的
精
神
、
利
潤
追
及
の
精
神 

ゆ

满

课

あ

⑩
タ

我

き

：營
者
ザ
；

-ヴ-1̂
::̂

.̂:

の
；本
潜
れ®
す
：

は
}̂
，

jb
i

ル
ダ
の
如
き
も
の
セ
：あ
る
。
パ

.し
か
.̂
彼
は
と
’の
立
場 

か
あ
调
W
の
#
濟

ま

俱

颜

前

佛

決
9

廣1̂
*̂

,

满
諭
：げ§
と
i
没

ま

せ
*

の
關
心
：：
^摩

！：CV

右
の
耍

ら

微

弾

ね§

ホ
ゆ
渡
に
.黎
な

A
厕1
遭
湖ia

i

激

缴

働
！？

ル
在
满
爬
織
す
♦
響
：や
ル
翅
擧
的
並
；に
.偷
理
學
的
問
題
を
明
か

 

に
す
る
に
あ
る
0
か
く
て
林
書
は「

經
濟
學
と
心
理
學
.の
境
界
線
上」

.の

.，間
®
に
，重
點
が
置
か
れ
て.居
り
、
從

ウ

て

そ

れ

ろ

勞

働
 

者
心
理
學
の
！
文
献
で
あ
る
と
見
做
さ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
0

本
書
は
十
五
章
に
分
た
れ
て
は
ね
る
が
、
右
の
意
味
に
於
い
て
そ
の
主
た
る
內
容
を
成
す
も
の
は
勞
働
者
の
熟
練
、
産
業
上
の
疲
勞
、

 

單
調
と
倦
怠
*
努
働
者
の
主
觀
的
熊
虔
、
作
業
上
の
滿
足
、
：作
業
に
對
す
る
動
機
に
關
す
^
ĝiÎ
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ŝ
:

ち

か

：
^
の
..抓

；

を

疗

パ

ホ
0
.
プ

ラ

ー

ク.ン

に

ま

れ

ぱ

^

^

の

滿
は
凡
か
次
ぎ
の

ニ一 
つ
‘ひ
.黯

，

ラ

‘
、

バ

マ

.

：

S
,
ぐ〕

.：V
ト

r 

ぺ 
\  (

1)

，

，

ね
如
何
灰
黯
に

.齋
傲

.

#

か

與

味

と

喜

览

:

ソ

.:.:

.

,::':

,
,
A 

..
，

(

.マ)

‘
.作
業
上
の
如
何
な
る
黯
に
於
い
て
彼
は
あ
勞
お
倦
路
於
を
れ
に
か
か

0
,パ
..ふ^
^
^
^
^
^
^ ̂

.

マ

：
ッ

：
ま

：
パ

'
:
:
S:
.
 

(

^)

，
，滿
足
或
は
不
滿
足
を
増
大
す
る
條
仲
は
如
何
な
を
も
れ
で
あ
り
レ

そ

し

ラ

ク

ン

の

研

究

の

結

巢

に

依

る

と

、
そ
の
勞
働
に
於S

.

て

猜

あ

は

全

3
恥
ぼ
ね
粮
す
るA

jA
i

かS；

わ

あ

た

滿

お

感
 

す
る
こ
と
な
せ
,
働
ぜ
：̂
汰
郁
☆
半
熟
練
勞
働
の

送

り

作

業fe
e

d
in

g

 

o
p

e
ra

tio
n

s

に
從
事
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
-つ
た
o
こ
れ
に
反
し 

て

勞

働

者

が

作

上

め

齒

廣

の

興

味

と

滿

足

と

を

見

出

し

.得
た
の
は
凡
ち
次
ぎ
の
#

駆
に
於
い
て
-
あ
る0

即
ち(

a)

作
業
上
の 

技
俩
，(

b)

技
微
的
按
撒
、(

0
)

作

業

一

の

首

尾

ょ

き

完

成

、

(

d)

作
業
緒
银
に
尉
す
る
闘
心
、(

e)

他
人
と
の
接
觸
、
及
び(

f)

作
業

上
'の

貴

任

て

れ

で

あ

る

。

-

:

，
ぃ
メ

 

：，

"

：，

.
‘；
-

'
'
 

'.\  

い
い
，
；
，
.レ

ツ

，

V

ベ
，."
0- 
.
.
.V
 

.

.

.

.

更
ら
に
：̂
壤
ま，ま
す
る

動
機
に
就
い
て
プ
ラ
ク
シ
は
次
ぎ
の
如
く
に
云
ふ
。
産
業
上
の
動
機
は
常
に
意
識
的
に
且
つ
個
別
的
に
作
用

 

し

ま

るH
?

t.

ま

'̂
、
.
.多
數
に
ル
て
ま
®
ド
の
動
機
が
混
在
し
て
居
り
、
寧
ろ
そ
れ
は
無
意
識
に
作
用
し
つ
4

る
と
見
ら
る 

ぺ
ぷ
；

：f

の
で
あ
る
。
.從
ゥ
て
ま
タ
カ
紘
掛b
撒
断
レ
て
と
れ
を
謝
す
，る
じ
ど
は

ii-
5

レ

が

を

。
し
か
も
彼
ボ

&

ほ
：か
ぎ
れ 

諧
動
徴
を
直
服
し
で
ゐ
る
わ
，，

り"

-
i
-
、
 

‘
‘ 

.

.

. 

-
ご>

S

姿

9

感

(

ぎ

タ

純

粹

の

肉

體

的

食

懲

及

び

基

本

的

i4

足

感

の

壓

迫

ッ,.,1 

/(

2
y
.
s 
怖

心，

-.
 

:

,
:/ 

-  

" 

-
-
.
r
 

.̂ 

■ 

■ 

- 

; 

- f

_ 

y

 

レ 

>
:
バ
r
;
.

i l



ft 

, 

I...Jr.Im

>

、，

.

.

f

l

 

, 

\

i
 

i

〕

::

ゾ：  .：
；

(

ど
 

<̂
5
释

-

.
、

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

：

：

、

：：
V

,
:

:

-
,
3
s
:プ，，

權

カ

わ
得

ん

と

す

る

意

律
..，
い
^̂
^
 

^

:
.

(

6〕
，
そ
.の
她
，|
諾
諫
因
^

を
'の
主
た
を
も‘の
は
作
業
そ
れ̂1
1體
れ
，興
味
と5
ふ
’ょ
り
は
寧
ろ
作
象
の
撒
數
ル
ぴ
’そ

."
"
"パ
ん
‘ぐ

.、i
製

的

蕭

嫩

ニ

、

,̂
vo
- 

^
.
v
.

，ギ
；
'ン
ゾ
レ

-:
:ィ：；

.；
：：
て

^
^
^
^ ̂

,
:

.ぃ
：， .
： -

:;:/:

レ.：：  

：：
‘：  

.

.
‘
.

M

，；xv-,
 

,. 

... 

. 

,- --.  

■ 

- 

.

(

i
 

s
l̂

in
-

h
u

n
g

e
r  

(

或
は
グ H  

プ
レ
ン
の
云
ふ
 

In
s

tin
c
'

水
 

o
f  w

o
rk

m
ih

ip
lY

 

,
; 

■•>•,

,
{:.
.

 

- 

-
L
 

.
バ…
.て.'
'
'
‘
.
.
-
1..,
».,
 

... 

V 

... 

.,>
 

-
•
 

•'
 

, 

t  

. U
 
..
 

,、>-

;....

 

. 

-
•
 

. 

-.

•

.

. 

. 

.

.

，.(

ロ
:T....

银

齊

‘.
S 

<r.
.'
 

.

. 

'
、
 

. ',:  

> :v
o

,..:::

:
.

マ
；：
，，

/
I

 

0

 %

成

ゆ

暴

ぢ
"パ
、v.

r-"

ニ
'

.

レ -'  
‘ 

.:
:

:

 a

 :

-
.
.
 

.
-

:
:

(

b)

，
社
會f

謝S

機
：'

.-,̂.

.

v.

.

.

.

-̂r

.

 

- 

:

r

.

:
: 

こ
れ
等
の
&
1
1がレ
，見
.て
^
^
"
:
.

プ
ラ
ク
シ
の
分
析
的.研
究
；̂
勞
働
^
4
?
心
理
：敦
上
.の；.f

見
解
；̂
^
,
し
-
齋
ん

.
、.
'
 

.

.

.ぺ

.

.

.J.5 

■
:
.
;
>
 

V
-
- 

:

ニ. 

.

.-
 

... 
.- 

,...  

. 

.
i
 
バ.
‘ 

► 

- 

'

彼
は
機
械
と
そ
の
技
術

f

進
歩
が
直
接
勞
働
過
程
に
.於
.い
で
勞
.働
者
の
生
活
の

4
f

觀
的
方
面
に
及
ぼ
す
影
響
を
重
視
す
る
こ
と
に
依
り 

て
、
.生
産
上
のm
の
人p

f

費
用
；ル
者
為
す
を
か
が
お
な
デ
。
か

た

ぞ

國

に

於

る

.産
業
疲
勞
の
研
究
が
勞
働
者
.の
作
業
上
の 

ど
經
減
す
み

iirp

ザ

：̂ま
く

"；；

勞
湖
能
岸
の
槽
進.の
た
め
に
：開
：

S

ポ
か
！̂
だ
，

is>..

の

せ

ぁ

の

苦

言

を

呈

し

、
ま
た
人
間
的
耍
素 

，び
！̂

が
不
充
ザ
で
；ル

5
^

合
一
に
；

is

能

取

的

方

非

能

と':̂
り
> 
就

敦

掌

辦

法

张

科

學

と

な

り

、
合
理
化
は
非
合
理
的
な 

•5̂

の
と
な
る4J訊

！：}

て4

を
。

^
1̂
^
^
膨̂
；狀
.&ル

間
.に
，敎
し
て
：
1̂
张̂
，か
發
暇
：れ
搬
供
文
る
齋
，ゅ
；

>̂>か
：で
ぉ
る
と
ハ5
ぶ̂
立
場
れ
か 

:

す
.れ
ザ
、
：プ

」

^
F
グ
の
.齋

の
w
渐
ゅ
ポ
ポ
n
^
i

遊
徽
.
v
:
s
^
^
^
術
ガ
合
1.
:
:u、
：
 
.<、の
：i
^
w
が
.機
枕
ひ
^

^

,-
^
誉

$?|\

ラ
：

力
：.

ン：；

ボ
ホ
播
職
漲m
座

ル

他

，に
欺
，ま̂
常
に
：勞
働
！
^
跋對すス敎囊

.に
從
事
じ
て.？

本
書
は
ま
：た
、

u
n
i:-

 

V
!

タ

ポE
x
ts

s
ip

n
.  

わ
：

1

w-̂
;ル

て公！
：：#

も

れ

た

あ

ま

で

务

圣

a
j

を
附
言
ず
れ
ぱ
、
談

者
.：̂

;

の
-立
場
，̂;ょ
り
ょ
.
.

ぺ

當

き

す

る

と

、：と

か

⑩

來

；

ホ

を

ち

$ザ
ス

.： ...；：； e

二 

ッ
ン
：,',

....マ
： ...：： .：： ..、

.：
：..：.
,

...V
.,/-

り
.，ホ
 

V.  

.
,
. 

..:.
 

.

.

.
-

.
,

^
0
.̂ 

V;

,
本
書
は
最
近
の
機
械
の
技
術
的
進
歩
が
勞
働
者
の
生
活
に
及
ぱ
す
謝
方
面
の
影
響
に
就5

て
、
産
業
卜
：の
實
際
經
験
を
有
す
る
雇
主 

第II

養

旧

I
せ

觀

；

者
め
：|ー
劳
面
め
人
’々

，"
§

評

オ

一

人)

の
諸
見
解
を
集
錄
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ 

释

の

赛

1

靈

：ぬ

方

ま

解

を

^
;
^
て
.
.は、

廣
的
見
解
ぶ

V

ぼ

：
見

做

：
さ

：
る

ぺ

き

も

の

：

.は

な
'か

。
：.

m
'̂n
.4&

Q
:  

 ̂

i

®

わ

人

タ

：
の

見

：
解

：

§

も僅が：

れあ觀數中れ要約發

'あ

れ

お

居.^
、
：
；
斧

の.個

み

わ

も

一

の

；
に

就

，

5
：:

て

資

分

事

門

的

な

見

解
 

45̂

あ

ギW
:

あ

は

普

ガ

§

待

薄

は

‘な

；̂
れ

拭

な

；
ら

：
な

い

'で

か

く

て.；本

書

は

全

體

込

じ

そ

.料

驚

勞

作

ど

し

て.の

®

値

は

僅

か

で

あ

き

つ
.：：
て：

W

っ
K
f

:
>
:
s
かr

、

■ 

. 

.

.

. 

. ,-::.v::w
. :  

-

.
,
‘：

h
x

s

し

を

れ

に

も

拘

ら

す

、

吾

々

は

此

處

に

與

味

あ

る

意

見

の

對

立

を

見

る

こ

と

れ

出

艰

る

。

即

ち

そ

れ

は

第

二

部

に

屬

す

る

勞

働 

者
#

從

ぺ

ぽ

ク

：
大

體
§

化

：

g..

發

城U

偉タ
；：

§

前
6
M

I

I

ほ

の

生

：風4

0
:1

,の

就
f

をf
：

失

む

彼
f

.

富

上

の

資

任

感

：
ど

夏

©
養

朱

じ

、
{:
:彼

等

：
^

^
1

め̂

：
赠

益

性

き§
.

.
^
#
營

數

貴

赞

：
禁

ど
^
;
-
^
§
械

篇

屬
^

至

总

レ

；
；

^

れ

せ

；
受
>̂,
;
,
,
ぶ̂

1

霞

熊

.は

ハ

；
そ

わ
.

に

誇

；;̂̂
.熟

練

勞

働

者

を

し

ザ

め

，

.優

越

せ

ズ

^
^
|
;
^
.
の

成

ま

知

る

劣

ゆ

に

联

ジ

を.
霞

势

窺
®
,iii

謝

し

觀

的
^
!

:
ぁ

坡

靈

し

、め
る

！

、れ

資

し

K

第

慕

の
.量

您

；薪

見

解

に

§
::..

て
：一し 

s

¥

§

m

 ̂

11
 

a

 

J
S

li



i
^
.
^

^
.

%
^

^
i

i

i

i

i
w
i

l
,
i

o
.

.

.H 
i

s

f
 

i

 的
な
り 

i

論 

f

:

見

禁

存
u
,
i 

;-
:̂

"從
：1

 

^

^
技
.術
的
進
步
め
關
お
で3は
1".̂

^
^
^
—

定
的
な
，氣
見
：が5̂;じ
ッ
若
し̂
.
^
|
れ
を
|̂
提
と
：.
^
を
東
解
が
存
し
と 

も

き

，を
-
^
弟
二
部
に
於
い
，て
は"勞

働

見

.解

を

ボ

る
.
の
は
‘：

的
進
振
の

IS

勞

結

論
.と
じ
：て
勞
働
時
間
ゆ
短
：赂 

パ*̂
貧
觀
の
增
大
だ
耍
，求
す
る
の
に
謝
し
て

.、
：
，經
教
學
者
の
，立
場
が
ら
E
,
、F. 

?
 .D

U
rb

H
:

ほ

薛

み

ど

し

，
て
：補

償

說

；

§
.
A
實

を

說

明

し

て
.ゐ

る
.*̂
ぺ
ニ
ハ
：

I一：： .

.パ

-:.:'ッ
ソ

.； .：：ぜ
：：ぐ

ベ
，： r

ヴ
m
マ
：

(

ご，
/り

ぬ‘h
.

'，ザ

；
ぶ".，:  

‘
 

-f
,-
A 

,
.
, 

.. 

k

て
：
.

'

主
と
し
.て
第
二
！郁
に
表
■
せ
ら
れ
て
ゐ
る
拔
術
の
進
步
の
勞
働
者
に
對
す
る
肉
體
的
、
主
觀
的
影
響
及
び
所
謂
拔
術
的
失
業
を

！

時 

,
"的
現
象
：̂

£
す̂
補
.償
說
；の
；.媒
£
巧
斜
學
的
見
解
め
當
否
は
暂
：ち̂
措̂
；い
#
こ
：れ
を
觀
；̂
ぱ
；̂
;
:
本
書
^
^
^
.
タ
な
：る
：；.
<
^
,
々
お
；̂

ぶ̂
、
. 

i

l

*暴
i

る
見
解
と
そ
i

基
；づVT

論
策
样
つ
ぜ
県
な
れ
る
利
繁
代
辯
：
^

寶

.0,

相
逮
i

舉
に
吾
，々
b

®供
し
：て 

ゼ

に

；̂
ル
；

H

多
少
め
與
味
：な
：

A

ふ
：
ル

な

い

。
.を
.
て̂
：.勘
め

.
：
^

1
め

異

な

れ.る
見
§

翠

に

ポ

i ；r

於

い
.：て
.
：
の

み

な 

ぜ

の

：
資本生霞國，
に於，

S?
す

も

亦

籍

§

見

S

さ
：れ

幾

る

：
で
，
あ

..ら
ラ

ス

.
，；

 

<
;

.て
：.

r:,::::

ご
-
.::.ソ
ン
‘

〉

..

7
..-

: 

p
r
.
y
-
y
ぃ
パ:::

へ、
；
‘

〕

；
.：："̂^
^
^
^
^
^
^
^

 

'
 

F
さ
，".：つ,,:’，
、，
：.
:
> 

:
n 

.,, 

S
 

Lo
n

d
o

n
,  

K
in

チ
.

&

 ,s
o

n
,  ils

5
,  

p
p

v
x

f  

IS
P

 

木§
L

は
そ
の
表
題
に
示
さ
れ
て
：わ
る
や
ぅ
に
、
，
英
國
に
於
け
る
炭
躇
業
の
按
衛
的
合
现
化
の
，数
：，；

；
努
働
者
の
，生
活
に
尉
す
る
影
響 

，
を
を
題
と
す
る
み
の
セ
あ
.る
ク
，し.：

著
者
の
云
ふ
所
に
依
れ
ば
、
本
書
に
於
い
て
間
題
は
路
夫
の

.見
地
.か
ら
取
り
极
は
れ
て
ゐ
る
の 

:'.で
：

、
.禅0

.

て

ネ

書

め

内

容

が

ザ

廣

璧

の

：勞
働
並

.に

.文
化
生
，活
上
の
富
生
の
だ
め
：

Jy:、：

そ
れ
に望

：，

ま
U
か
ら
ざ 

す
：

--V:

見
微
，さ‘れ
る
棱
術
的

<Jc;

理
北
を
：.̂
ル
と
す
る
勞
働
譜
條
仲
の
躺
出
に
.董
黯
を
置
；

S
,

ポ
；わ
，

る
：：

こ
と
は
-̂ 

.素
よ
り
當
然
で
あ
る0
 
.こ
め 

:

翁

の

#
化
：

は16^

あ
お
ば
！
；力
，

Q
;

特
色
を
保
有
し

す
，̂

:,<
i

本
書
は
：英
國
炭
膝
業
の
技
術
的
：合
理
ル

.

.
■̂
す
る
媒
ら
經
濟
學
的
研
究

あ
る
と
®:ぶ
：や
と
；̂
出
來
.な
が
め
で
あ
0
ガ
ン
；：そ
の
輕
摘
學
的
考
察
：
^
並
ん
で
著
者
b
赏
耍
視
じ
：て
：ゐ
る
黯
，ほ
さ
技
術
的
進
歩
の
勞

 

働
者
わ
醫
學
的
並
に
心
理
學
的
方
商
に
及
ぼ
：す
：

^

あ̂
え
。
，：賊
に
英
國
れ
炭
赚
寒
に
闘
す
な
經
濟
學
的
研
究
は
廣
ぐ
行
は
れ
一
で
ゐ
：を

 

所
で
あ
め
；H
>
"從

誉

0
貢
献
は
そ
の
賞
量
め
方
面
か
ら
云
つ
て
も
勿
論
そ
の
方
面
に
狂
ず
る
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
炭
赚
夫
の
醫

 

學
的
並
に
心
理
學
的
け

C

時
に
炭
®
i
者
心
理
®
的
研
究
に
银
ホ
を
と
云
ふ
お
が
適
當
で
あ
ら
シ
？
そB:で
.
/
,
ご
と
は
を
を
本
書
に
 

序
言
を
寄
せ
た
：デ
ゲ
，ク
グ
：̂.ぱ
>
-,ル
敎
授
ね
指
摘
す
る
所
で
；；
5

©

;

'

1

6

か'

\

著

者K

チ
.ネ
マ.4

ル
ぱ
問
題.の
考
察
：

£

範
圓
を
大
體
今
世
紀
初
頭
以
來
に
腿
：

<
5

て
ゐ.ro

?-

過§
1

1
.

十
年
間
に
於
け
る
英
國
炭
鎭
寒
に 

於
け
る
經
營
規
模0
增
犬
.ぶ
機
械
：化
の
發
展
は
勞
働
諸
條
件

0

改
善
ょ
り
は
寧
な
勞
働
者
の
生
活
を
感
化
し
た
タ
、
即

.あ

.大
規
模
の
經
營 

.ほ
猛
义
勞
働
者
を
し
て
域
な
る
生
産

S
.

の
要
具
視
ポ
る
傾
向
を
增
大
：ね
た
じ
マ
先

.
®
實
機
械
化
一
の
發§

炭
®
失
.か
か
储
前
の
.熟
練 

を
楚
取
レ>
1
姆
稱
1̂
:合
理
化
は|
$
^
の

.
1
ぉ
災
害
#
の
.稽
犬
を
ざ
：：ぺ
^
^
^
^
?
政
府
は
勞
働
譜
條
仲
就
中
賃
銀
に
關
す
を
法
制
的 

保
鶴
を
期
待
し
：
.て
：ゐ
る
け
れ
ど
も
、
炭
赚
の
地
方
的
事
情
の
複
雜
な
相
肆
か
ら
そ
の
實
现
は
甚
だ
明
待
簿

.い
も
の
.で
あ
'る
。
そ
し
て
こ 

れ
等
の
諧
賊
奢
實
際
經
験
ど
を
の

.實

究

に

.基
綴
づ
れ
で
ゐ
め

#
か
る
？

1^.

リ
を
の
個
ャ
の
黯
に
：更
ら
に
^
み̂
る
C
 

と
'を
止
め
て
、
此
處
で
は
紫
#
自
身
.の
ま
葉
を
偕
り
；て
本
書
の
特
色
を

4
.

衝
明
か
に
し
て
置
か
ぅ
と
思
ふ
.。
：
‘

夢>|:ブ
，

ゎ
ド
ね
炭1

£

關
す
.る
勞
働
者
心
理
學
的
見
解
お

3

お
本
書
中
：に
指
摘
：せ
ら
、

#

た
る
所
は
、
別
に.吾
.々

に
取
ウ
て
旣 

レ

；̂
#
釋
わ
提
供
し
て
は
な̂?シ

？
：̂2
5か
レ
彼
は
間
題
の
性
質
上
：

&
の
朱
面
に
對
レ
て
産
業
心
理
學
ね
適
用
を
說

5
で
次
^
;
ね
如
ぐ
！ポ 

a

ホ
ゐ
'る
ホ
地
ち.：：

「

.産
業
心M

學
0
跪
圓
は
-お

聯

ホ

M

更
：ら
m
廣
饥
で
：な
け
れ
：ぱ
な
お
す
ハ
：

.：i
た
産
業
.

0

を
の
#
働

者

§

生 

活
と
狀
態&
おig

含

れ

ぱ

-iS： ®
-

®

を
ン(

1

は
黨
者)

，
じ
：か->̂5亲
§
€
^
^
^
1
1
1
^

か
亦
§

ぢ
更
，@
に
^
1
勢

學

者
-.̂
^;̂‘ 

の

わ

充

會̂

覺a
p

わ
.^

:.

お
は
乂
パ
か
；

^
ド
わ
ま
ん
知
：

0
.:

て
ホ
を
所
で
あ

c
v

s
im

の

お

め

に

彼

ほ

關

係

餓

方

面

ま

 々

'
♦
參
勞
教
# 

. 

i!
!

i  

d
iiiM

,:tip4»
-r
 

、
、. 
..r



.

.

.

T

 

:
:

H P

i

-

w

f
 
者 

：

s
 
六 

C
l

!
s

I

解
f

協
I

ヵ

說

し.な

け

れ

：
l

i

l

ほ

樂

心

理

學

が

.勞
—

I

f

に
i

す 

び
4 

, /滴

ま

な
’る
、

.ぱ

な

ら

な

，

5
.?

. xt.

の
t
 

^
^
.
x
.
,̂
.
.
:ュ

:

ス
V 

.
ル

が

如

何

稱

自

覺

：

じ

セ
':ゐ
：る
が

i

は

廣間
，，

，で：：
^
^
^
^
^
^
^

彼
の
右
の
畫
な
®

め
c

i

l働
者
心
理
繁
問
i

,表
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
だ
け
は
ま
，
^
繁

な

け

佳

ぎ

れ

，い，
 ̂

:

S
§
.

1
ざ

如

f

張
が
i

者
の
®

M
っ
ま
£

§

働
■

生
活
.：，̂
‘
S
生

县

待

ま

お

，̂ら

ぢ

か

‘，
^
い

點

も

亦

吾

さ

見

逃

じ

得

な

お

：で

あ

を

？

I

そ

じ

て̂
;
^
が

本
.書

の

持

：
^
.
究

概

ぬ

特

徵

でt

?

’
-
-
.
;
 

.
r :

.
:
. 

::n
::  

-.
 

h
-
:,y

.
ま

h
.

,
p
 

H
 

.::  

- . 

,
 

. 

.
: ,• 

.  ̂

.

f

 
B
 k
p
&
l 

I
 

f

 

>
p
- 

i

i

s

 

g
 ,

s

l
 

M
e

c
h

a
n

ic
,  

H
§

l

.

o

l 

1
.
^

管

in
；；；

襄

-2
2
6r
; A
.

U 

"ぐ

i
,
- 

 ̂

u.- 

-
:
 

J

 

:
‘ 
.
 

- 

.
 

.
 

■
.

V
'.

本

書

は

そ

の

霞

：

が

で

ぎ

；や

s

廣

霞

械

§

し
て
の
著
者
の
自
叙
傳
で
あ
る
ン
‘
雲

ヴ

.4
ン；

レ
：

い
勞
働
者
の
，
 

家
庭
に
生
：

に+

ネ
に
し
力
§

i

:

l

活
に
.入

巧

當

時

i

i

し

ま

努

驚

が

鶴

て

®

I

f

 

f

に

を

て

ぐ 

普

貧

®

の

故

き

星道
：，：̂

踏

む

得

す
S

を

彼

の

獨

立

心

，
ぉ

ホ

氣

機

®

 

E§
J
g
事

に

對

す

る

愛

好

き
に依ウ
 

i

盤
H

£

て

の
l

l

i
月§

:®

驚

a
m

o

ぐ

が
U
彼

は

稍

ま

氣

M

過

：

5̂

る

性

格

の

.
t

面

れ

持

：
？

ま

K

丸
©
年
代
の
I

一

S

始
ま
り
數s

i

つ
I

I

働
生
活
に
於
い
て
、彼は
轉 

を
I

五

ま

所
S

ん
.I

f

後

，i

錢
i

病

が

そ
i

f

:
原
因
に
な

た々

と

と

もf

⑥
.は
^

は

こ
d

異

常

な

一

精

働

象

れ

肖

；

^
傳

で

あ

る

ま

；ぐ

；

■..た
：：：、

1
:1

.  
/:.  

.
: 

V 

,vr
:
.
.
i.- 

' 一
 

‘  V

 

:
:
.
.
.
.
.

リ

.
,;:/

.:::.

■ 

- 

■

:
 

• 

■ 

■ 

. 

f 

.. ." .V.
.
 

‘ ■*.  

ニ
. ‘
 
ょ
.-

、*  

,' 
,:
 

-'V  

..‘ 

. 

" 

, 

/ 

.

.

.

.

.

. 

. 

ハ.'.
.
:

た

先

づ

票

は

こ

：
の

1̂;

勞

働

者i

叙

傳か
ら

：；.

英
國
産
業
に
於
け
る.最
近
約II! 

の
間
に
於js

る

の

發

 

g
-
y

そ
れ
I

響
|

|
勞
働
者
自
身
の
見
解
ま8
,
ぁ̂
れ
|

が
少
く
な
い
。.特
に
I

影
響
は
^

^
働
者
g

i
に
開
：
.

聯
す
る
徒
弟
制
庇
ひ
農
に
ぁ
る
。し4

し
ト
ソ
ン
ひ
見
解
に
歡
へ

k
r 、

そ
れ
故
に
务
跡
者
の
熟
撒
が
#
{
失
し
た
と
見
る
こ
と
資 

，計
で
あ
ウ
て
、
今
日
尙
は
小
趣‘營
の
エ
場
は
廣
く
得
し
て
居
り
、
其
處
で
は
依
然
と
し
て
從
前
通
り
.勞
働

者

の

，，
熟

練

が

要

求

せ

，
ら

れ

て 

ゐ
る
0
そ
れ
故
に
機
械
の
發
達
に
依
り
て
勞
働
者
は
必
す
し
も
そ
の
奴
謙
と
な
る
こ
と
は
な
レ
。
特
に
こ
の
問
題
に
就
い
て
は
彼
は
ネ 

書
の
，最
後
の1

章
と
し
て
彼
の
自
叙
傅
と
は
別
に
、

r

機
械
と
そ
の
.目
的」

な
るr

論
文
を
附
錄
し
て
居
ゎ
、
其
處
で
彼
機
械
は
決
し 

て
人
旧
を
そ
れ
のa

ポ
ッ
ト
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
カ
說
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
多
分
忙
機
械
文
明
に
關
す
る
彼
の
人 

道

主

.
©
|
:
:
^

ぐ
の
1
!
1
^
解
に
依
つ
て
捕
足
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る0
こ
の
外
吾
：々
に
取
つ

働
者S

身

、
‘或
'集

働

敦§
#

廣
豫
衝
ゅ
歉
響
；蕩

化

嫩

ぃ

て-
こ
れ
等
の
ふ
風
は
外
卸#觀
敎
象
に.

'

に
.彫
づ
き
嫩S

點

ル
.あ
る
が
f

彼
ぃ
仏
叙i

中
か』

i

を

少

ぐ

な

5
0 

. 

• 

. 

’ 

，.じ
が
‘し
.お
の
，點
以
外
に.、
：1#

働
者
の
‘自
叙
敏
わ
：しv̂.

本
書
の
持
つ
意
義
は
云.

4

ま
で
も
わ
ぐ
^
^

,

f

ぁ
る
？
ブ.
K
ソ
シ.ば
前
述
の
加0
勞
働
！̂
と

レ

取

み

；
^

裕
在
サ
ぁ
ゥ
わ> 

つv
^

i

か

氣

^
者
の
#
 

，ム

測

き
.な
は
素
ょ
り
ポ
ホ
能
か
ぁ
."̂ 

0,レ
か
も
襄
を
じ
：か̂
常
化
：
勢
働
者.ゆ

に

乾

5

供
給
さ
れ
た
こ
と
を
看
過
す*̂
齋
か
ゆ
は
行
れ
ぬ
。
勞
败
者

S:

か
紙
傳
伐
類i®

び

あ

凝

■
然
化
か
を
。と
の
意
味

 ̂

於
レ
て
本
書
は
旧
.に
#
の
ま
働
氣
意
識
生
活
の
！

者

に

恥

仏

働

船

，
^
,
^
!
^
ね
め
ル
、ね
，̂か

：

あ

お

，

ン

：

ハ
.マ0  

; 

. 

, 

U

V 

「

 

，

の
法
意
を
惹
く
こ4
®
だ-K

を

ド

ィ

、

is

の
場
合
ね
は

-
g

に
跋
歡
の
社
舍
觀
薪
：的
研
究
.に
赋
レ
でM

o
n
o

g
ra

p
li

の
熊
.̂

<
^
破

究

が.積
.-̂
'れ

<
^
ぁ

化

熊

を
-®̂
、
，.、ァ'オ

ル

を
#

#
敬

カ

ホ
*̂
;?
.̂に

次

■
熊

：で
か'

/
O
H
に

對

し

て

英

斷

か 

ゾ

揭

まi

補
#
 

. 

よ
か
！
ゼ
：

ポ

：J



：V i：, てん，ぐ:?レナ-しメ■*‘ • ,• 
r a ^ f l ^fiK»

?
i

{

j

_

|

園

|

 

一.：，：
 

_

 

v
 

 ̂
 ̂

^

場
合
に
は
梭
術
に
關
す
る
社
會
科
學
的
砰
究̂
银̂
が
.に
纖
化
1̂ 

駄
ぃ
、
，激i

i

ぱ
：̂
紘

す

れ

ぱ

英

國

の

産

業

^
^
斬

 

の
實
際
が
そ
の
進
展-の
庶
に
於
い
て
多’少
遲
ル
ゐ
る
こ
と
に
も
因
る
で
ぁ
ら
ぅ
が
、
今
後
ぱ
共
に
こ
，の
方
賦
の
研
究
，が
大
い
に

せ
ら
れ
る
と
と
が
望
ま
しs
o
こ
の
意
味
に
於
い
て
私
が
此
處
に
招
介
し
たS

S
如
き
は
正
に
ぞ
の.̂
黯
的
役
餅
&
彫

ま

.
^
か

ま

ら
ラ 0..  

' 
.-i,,  .  

J:
.
,y、

\
:-:
 

-r-:
 

.V 

:
.
バ V

:-
:r 、

レ
-:
.
.
:
'.ン，.，./.;>

-

-'.リ
..

パ
./
‘
/：
ツ

..ニ

ぉa

かi
i

か
a
i

i
取

.̂i
i

かiiiiit
iii®

生
断lig

ず

■
败
佩
ど
お
敏
§
 

f
か
0
換
言
す
れ
ば 

を
れ
は
：1
方
で
^
技̂
術
：：の
發
厥
に
傲
を
所§
§|
的
—

げ
撒
&
で
ぁ
り
、
他
方
で
は
勞

i

象I

あii"
#

理：̂

お
面
にif

ず
る
膨 

械
の
.影
響§

問

題

で

る

。
ー

’
ii

れ
等
が
問
題
..
が
技
術
，！；！闕tO

吾
々
の§

心
を
持
つ
間S.Q

-
&

^W

れi-
J

ら
.ぬ

こ
と
ま
’®
ふ
わ
な

i

が

か

が

ぱ

鑑

にJ
银

を
：：r

暮

賊

ぼ

、
ま

；|1歡
#
^
:

に
^
>
き

リ

ム

.の

S

败

ま

も

の&

跃

が

を

嫩

ま

氣

共 

右
'̂
後
者
の
眼
重
點
を
置
い
せ
嵐

iz

若

し

く

か

にi
i

ゆ

が

.

^

かip

かt

 i

お

ま
，
^

を
れ
ば
何
’れ
'か
勞
働
者
心
.

1

學
が
研
究
，
■
聯
し
て
'重
耍
'で
か
.る
.と
見
做
さ
れ
る
。
此
處
に
紹
介
せ
る
技
術
に
關
す
る

英

國
の
肝
究
が 

ボ

'

>

め
如
.く
特
徵
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
、

リシ

"

i

.

w

i

ド

‘

.，‘： .

'ブ
^
c
,

,
e

a
s
e
.

:
ブ

：
、
％.
っ
.！s
:
ぐ
 

,.’，
I

、 >■.. v ：.̂

■" • ■>

'•- ■ - i r

， . r

本

' ■

財

攻

寧

新

P
#

 "1
T

就

.

.
t

高

木

m

, 

■ 

’ 

* \
 

f
 

' 1,
、，

， 

：

ぐ：，

V

3

ぐ
近
萍
財
膨
經
濟
ま
蔣
に
爽
ね
A
影
摩
を5

^
.

を

：維
#
生
祷
サ
躲
に

末
.
,

る
.決
定
；

F
:̂

有

す

る

言

：
m:な
；

つ
.，

た
0:後
で 

>.財
政
；に 

對
サ
民
ゆ
關
雄
腐
に
稽
次

"霞

譜

間
®
の

黎

け
#1

#
^

.

參

ま

：れ
；

ッ
脉
政
間
題
の
；

^
!
^
基
礎
.s
.
,̂ 

る
財
政
®
:

の
：

一
つ#:
辣

し

：i

カ

サ

み

を
I
本
：財

襄

の
I

に
普
だ
寡
ギ
ベ
を
こ4
と
.

一

衣
は
ね 

‘ 

’
. 

、
 

， 

游
如
*
^
*̂
^
行̂
せ
ち
れ§

政

袖

題

：；
に

關

す

る

.著

誉

論

文

、
：

^
敷
參
め
#
て

到

底

妆

舉

；
に

遠

容

.
^
0.:

获

に

繁

す

る’の
ほ
、
：
財
政 

f

:
l
f ®

御
を
す
タ̂
!
:

iE
^

颜

实
.る

タ

發

作

；の"
；永
由
§

の
脉
政
學
槪f

卷

化

ク

：
い
；
；

'で
：
ゆ

本i

煮
の
；太#
 

分
は
旣
に
讀
ま
れ
て
居
る
♦
の
と
し
て
兹
に
改
め
て
紹
介
す
る
必
耍
は
な

S

も
の
と
思
ふ
。 

r
t
, 

ず；

書：
をねて？

,̂
.
.
孽
奪
が
び
や

.
*
と；
ホ

.るゆは，
来の

.，̂

®̂
であ

‘る。

^
f
>
 

■
け
.松

跟

響

營

ねi
;
:財

，お
A
r
敝
.
.論ま

.，；：パ；；  

」
：，： .：

ハ,

y

A

-

.キ
；一
hニ
トh

:ir„

 

r 

ゾ
，

'm
::

パ
ぶ
：

デ
：：':

-一、iw
r:f

ポ

離

夢

パ

夢；：：

嚴

ポ

年

九.所
が

行--

ビ

デ

、
：，

■ 

し fin

•
九
 

'ベ1

ま

ざ


